
研究室公開展示（お申込み不要）

工学部機械工学科松井研究室 会場：総合研究棟８階８１５室

総合-L5 流星模擬実験

⚫ “はやぶさ”などの宇宙往還機は高速で地球大気圏に突入する
ため、機体前方には6000度を超える衝撃波が発生します。

⚫ 本研究室では大気圏突入環境を模擬できる風洞を開発しており、
実際に流星が光る状況をデモンストレーションします。
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